
三 郷 市 立 栄 中 学 校 だ よ り

合唱コンクールでは、それぞれが選択した合唱曲には歌詞を作った人の思いと、曲を作

った人の思い、そしてそれを歌う生徒の思いが重なります。合唱の好きな人も嫌いな人も 1

つの曲を練習しながらいろいろな思いを感じとり歌うからこそ、感動が生まれます。栄中

学校は合唱コンクールですから、自己満足に歌うだけではなく、自分たちの歌への思いを

いかに聴き手に伝わるように表現するかという難しさがプラスされます。

歌や歌っている人の思いは目に見えないし、この手でつかむこともできません。まさに

幻のようですが、その幻は目に見えない人の心を動かす力を持っています。

まさに鏡花水月です。本年度のスローガンは、『鏡花水月』から発想を飛ばし『鏡歌水

月』としました。いまにも鏡に映し出るような美しい歌と水面に映った美しい月。実際に

手に取ることができない歌を心で感じとり，いつまでも大切にしていってほしいと願いま

す。

☆各学年・各学級の合唱曲から私が心に残る歌詞を紹介します☆

１学年の学年合唱｢旅 立 ち の 時 ～ Asian Dream Song～ ｣

『微笑みながら、振り向かずに、夢をつかむ者達よ、君だけの花を咲かせよう』様々な困

難があっても、自分の夢に向かい、自分を信じて歩き続ける姿が浮かびます。

２年生の学年合唱「HEIWAの鐘」

『拳を広げてつなぎゆく 心はひとつになれるさ』身近な者達が争いをやめ、拳を開き

手を取り合えば、戦争のない平和が訪れる。小さないさかいは、いずれは大きな争いにな

る。心の拳を開くことが大切だと感じられました。

３年生の学年合唱「大地讃頌」

生きる源『大地』への感謝や雄大さを『大地をほめよ たたえよ土よ』と表現して

います。皆さんが中学校を卒業し見知らぬ大地に、力強く独り立ちする姿を浮かべなが

ら聴きたいと思います

１－１「あしたを信じて 翼広げ 翔んでみよう」

１－２「がんばれ 負けないで そんな声が 聞こえてくる」

１－３「仲間がここにいるよ いつも君を見てる」

２－１「時の流れに生まれたものなら ひとり残らず幸せになれるはず」

２－２「『遠く！高く！』心が叫ぶから行く手を恐れずに走っていくよ」

２－３「もっと強くなって大切な人を守りたい もっと優しくなって涙を感じたい｣

３－１「声にならない叫びとなってこみ上げる この気持ちは何だろう｣

３－２「そんな私を私は信じる 信じることに理由はいらない」

３－３「希望と愛を託して一本の木を育てよう」

３－４「人生の全てに意味があるから 恐れずにあなたの夢を育てて」

目指す生徒像
礼儀正しく、

本気でやり遂げる

生徒

～あはは学校～生徒数 １年102名 ２年110名 ３年128名 計340名
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合唱コンクールスローガン

「鏡歌水月」～美しきこと 水面に輝く月の如く

校長 中 村 和 美

県では、教育に関する理解を

日 曜日 学 校 行 事 等 深めていただくため、11月1日

１ 木 彩の国教育の日 彩の国教育週間～７日 を｢彩の国教育の日｣、11月1日

２ 金 ※水曜授業 音楽集会 から7日までを「彩の国教育週

３ 土 合唱コンクール 文化の日 間」としています。

４ 日 期間中は、県や市町村、学校

５ 月 振替休業日 社会教育施設、各種団体等で、

６ 火 集金日 学校公開や親子向け体験教室な

７ 水 専門委員会 どの事業を多数実施しています。

８ 木 埼葛テスト（３年） 中央委員会 ぜひ御参加ください。

９ 金 県体力課題解決研究発表表 特別日課 詳しくは県ホー

10 土 ムページを御覧く

１ １ 日 ださい。

１ ２ 月 全校朝会／生徒朝会 月⑤①②③④

保護司会懇談会

１ ３ 火 諸活動停止（３年）

３年三者面談

１ ４ 水 県民の日

１ ５ 木 ３年三者面談 ２年生１０月１０日（水）

１ ６ 金 ３年三者面談 ※下校時間 4:45（～ 1/15） ～１２日（金）

１ ７ 土

１ ８ 日

１ ９ 月 ３年期末テスト ３年三者面談

２ ０ 火 ３年期末テスト ３年三者面談

２ １ 水 ｢ふれあい｣デー 市内音楽会 専門委員会

２ ２ 木 諸活動停止（１・２年） ３年三者面談

２ ３ 金 勤労感謝の日

２ ４ 土

２ ５ 日

２ ６ 月 ３年三者面談

２ ７ 火

２ ８ 水 １・２年期末テスト

２ ９ 木 １・２年期末テスト

中央委員会 薬物乱用防止教室

３ ０ 金 車イスバスケット（１年）

【 生 徒 の お 礼 の 手 紙 か ら 】

実 際 に 病 院 の お 仕 事 を 体 験 し て み

て 、 病 院 で 働 い て い る 職 員 の み な さ

ん は 、 一 つ 一 つ の 行 動 に 患 者 さ ん へ の 気 配 り や 「 早 く 症 状 が 改 善 し て 欲 し い 」 と い う 気 持

ち が こ め ら れ て い る こ と が わ か り ま し た 。・ ・ は っ き り と し た 将 来 の 夢 が 無 か っ た け れ ど 、

こ の 職 場 体 験 を 通 し て と て も 医 療 系 の お 仕 事 に 興 味 が わ い て き ま し た 。・ ・ 貴 重 な 体 験 を

さ せ て い た だ き 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。（ 文 章 抜 粋 ）

11月1日は｢彩の国教育の日｣

彩の国教育の日

検索



１ ０ 月 ４ 日 （ 木 ） 県 立 み さ と 公 園

１ ０ 月 ５ 日 （ 金 ）

文 化 ・ 芸 術 ・ ス ポ ー ツ な ど 各 分 野 で 活 躍 し て い る 人 が 講 師 と な り 草 加 ・ 八 潮 ・ 三 郷 の 学

校 を 訪 問 。 子 ど も 達 と 交 流 し な が ら 学 校 の 特 色 を ご 紹 介 す る 番 組 で す 。 栄 中 は 12月 1日

か ら の J： COM放 送 予 定 で す 。

１０月１０日（水）

新 和 小 学 校 の ５ 年 生 の 児 童 の 皆 さ ん が 栄 中 で 体 験 授 業 を 行 い ま し た 。 英 語 ・ 数 学 ・ 国 語

・ 家 庭 科 ・ 体 育 の 授 業 を 実 施 し ま し た 。

１ ０ 月 １ ５ 日 （ 月 ）

東 部 教 育 事 務 所 ・ 三 郷 市 教 育 委 員 会 の 先 生 を お 迎 え し て 、 先 生 方 の 授 業 研 究 会 が 行 わ れ

ま し た 。 全 員 の 先 生 方 が 授 業 を 公 開 し 、 午 後 の 研 究

授 業 で は 、 国 語 ・ 社 会 ・ 数 学 ・ 理 科 ・ 英 語 ・ 保 健 体

育 が 行 わ れ ま し た 。

男子Aチーム準優勝 女子Aチーム第４位

９ 月 ２ ５ 日 （ 火 ） 朝 集 会

９ 月 ２ １ 日 （ 金 ） に 立 会 演 説 会 及 び

投 票 が 行 わ れ 、 第 ４ ５ 期 生 徒 会 本 部 役

員 が 決 ま り ま し た 。

写 真 右 か ら

会 長 遠 藤 駿 介 く ん

副 会 長 田 髙 歩 実 さ ん

副 会 長 板 垣 遙 斗 く ん

書 記 新 留 歌 奈 子 さ ん

１ ０ 月 １ ８ 日 （ 木 ） 理 科 室 書 記 篠 田 佳 那 さ ん

会 計 櫻 井 陽 菜 さ ん

会 計 青 沼 里 奈 さ ん

東 部 地 区 管 内 の 小 ・ 中 学 校 に お い て 、 授

業 実 践 が 豊 富 な 教 員 に 授 業 公 開 を 依 頼 し 、

管 内 の 小 ・ 中 学 校 の 希 望 す る 教 員 が 市 町 や

校 種 の 枠 を 超 え て 、 自 主 的 ・ ボ ト ム ア ッ プ

式 に 参 加 で き る よ う に し た 授 業 研 究 会 で す 。 (東 部 教 育 事 務 所 の HPよ り ）

本 校 の 白 倉 先 生 が 理 科 の 授 業 を 公 開 し ま し た 。

１ ０ 月 ２ ０ 日 （ 土 ） た く さ ん の 方 々 に 来 校 し て

い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

１ － １ Tomorrow ２ － １ COSMOS ３ － １ 春 に

１ － ２ 大 切 な も の ２ － ２ 明 日 へ ３ － ２ 信 じ る

１ － ３ マ イ バ ラ ー ド ２ － ３ 今 日 は 君 の Birthday ３ － ３ 予 感

３ － ４ 手 紙

い よ い よ 明 後 日 が 合 唱 コ ン ク ー ル に な り ま す 。 各 学 年 ・ 各

学 級 、 こ の 日 に 向 け て 一 生 懸 命 練 習 し て き ま し た 。『 感 動 す る 合 唱 』 を 期 待 し て い ま す ！

保 護 者 受 付 は 9:10か ら で す 。 た く さ ん の 保 護 者 の 皆 様 の 参 観 を お 待 ち し て お り ま す 。

喜多川泰さんの「One World みんなが誰かを幸せにしているこの世界」。この本は一話一話
が短篇小説でありながら、読み進めていくと、一冊の長編小説でもあることに気付きます。
私が読み終わったときには、「One World」そして「みんなが誰かを幸せにしている」という
タイトルの意味を理解することができ、人と人とのつながりの大切さを再認識しました。ま
た、それぞれの短編小説の中で、主人公の生き方を変える数々の暖かい言葉が登場します。
「自分の時間を誰かの喜びに変えることが、働くということだよ」「自分が心から大切にし
ているものは、大好きになるんだ。」「来たときよりも美しく。そんな人生を。」「一冊読めば
世界が広がる。奇跡的に出会った人にあげられる何かが増える。」まだまだ紹介しきれませ
んが、是非みなさんに読んでほしい一冊です。

本 校 の 読 書 活 動 ～先生方のスピーチより～ 井口 拓也


